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伊豆東部火山群における1989年噴火時の状況
出典：日本活火山総覧 第4版（気象庁編、2013）



2１．⽕⼭噴⽕緊急減災対策砂防計画とは

⽕⼭噴⽕緊急減災対策砂防は、いつどこで起こる
か予測が難しい⽕⼭噴⽕に伴い発⽣する⼟砂災
害に対して、ハード対策とソフト対策からなる緊急
対策を迅速かつ効 果的に実施し、被害をできる限
り軽減（減災）することにより、安⼼で安全な地域
づくりに寄与するものである。

【⽕⼭噴⽕緊急減災対策のイメージ】

「火山噴火緊急減災対策砂防計画策定ガイドライン」
H19.4国土交通省砂防部を一部改変

本部体制
関係機関の情報共有

⽕⼭監視機器の整備

総合的な避難対策

緊急⽀援資材の備蓄

緊急対策施設の施
⼯

伊⾖東部⽕⼭群⽕⼭防災協議会
（地⽅⾃治体、関係機関等）

ハザードマップ⽕⼭情報等

噴⽕シナリオ

ﾘｱﾙﾀｲﾑﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ

噴⽕警戒レベル
（主に気象庁と⾃治体）

連携と
役割分担

警戒区域の⾒直し検討 通⾏規制等の相互検討
・・・・

・・・・伊⾖東部⽕⼭群
⽕⼭噴⽕緊急減災対策
砂防計画（砂防部局） 相互理解と

情報共有

【伊⾖東部⽕⼭群の⽕⼭防災全体のイメージ】

⽕⼭噴⽕時の緊急調査

・・・・

・・・・

⽕⼭噴⽕時の防災対策は、関係省庁および地⽅
公共団体により⾏われる総合的な対策であり、⽕
⼭噴⽕緊急減災対策砂防は、⽕⼭活動の推移
に対応して⾏われる各機 関の防災対策と連携を
とりつつ、適切な対策を⾏う。

共通の⼟台

活動火山対策特別措置法に基づく協議会



出典：伊豆東部火山群防災協議会資料に一部加筆

熱海市
伊豆の国市

伊豆市

伊東市

3.5㎞
（陸域）

3.0㎞
（海域）

3２．伊⾖東部⽕⼭群の特徴

【対策のイメージ】

平常時からの準備事項

緊急時に実施する対策

緊急ハード対策
施設の設置

リアルタイムハザードマップ
による危険区域の想定

監視観測と情報提供
砂防施設の整備

緊急対策⽤資機材の備蓄

⼤きな噴⽯の到達距離
3.5km

低周波地震
継続

板状のマグマの通り道(岩脈)

⽕道内を
マグマが上昇

3km

⼩さな噴⽯・降灰

⼤きな噴⽯の到達距離
3km

陸域噴⽕ 浅海〜海域噴⽕

⽔蒸気マグマ噴⽕

3km

3.5km

ベースサージ

⼩さな噴⽯・降灰

3km

【対象とする噴⽕シナリオおよび⼟砂移動現象】

緊急ハード
対策の対象

緊急ソフト
対策の対象

降灰後⼟⽯流を緊急ハード対策の対象とし、それ以外はソフト対策で対応。

【噴⽕の影響範囲】

⼤きな噴⽯及びベース
サージの影響範囲は突
発的かつ不回避である
ため、⽴⼊規制となる。

噴⽕状況
(場所、現象、
規模)に応じ
てソフトとハー
ドの対応⽅
法を決める。



3．対策⽅針の設定
対策を検討する噴⽕シナリオ・ケースの抽出→ 降灰後⼟⽯流・泥流
※1989年噴⽕時の現象推移から、対策可能期間は、4⽇〜2週間程度を想定。
※噴⽕発⽣後（⽕⼝の特定後）、住⺠避難に⽀障となる期間は実施しない。道路除灰による道路啓開、⼯事の安全管理体制の構築後。
※⽴⼊規制範囲の外で⼯事⾞両の⽴⼊が可能な⼟⽯流危険渓流(⽤地や法指定等の制約事項、施⼯のしやすさや迅速性等の観点に着⽬)。
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4．緊急ハード対策の検討 5

図 ハード対策のイメージと施設効果の例

■ハード対策の基本⽅針
〇⽤地の制約が少ない既設の除⽯を優先する。
〇ブロック堰堤や⼤型⼟のうなどの撤去可能な仮設構造物とし
た(緊急減災であり、恒久構造物の位置付けではない)。
■現地調査を⾏い、現地条件に適した対策⼯を選定し、2年
確率規模の降灰後⼟⽯流に対する数値シミュレーションを実施
してその影響範囲、ハード対策にかかる施⼯⽇数を試算した。

対策前(流動深)

除石 3,700㎥

除石 4,050㎥

除石 3,700㎥

除石 4,000㎥

対策後(流動深)

侵⼊路

既設堰堤の除⽯⼯

2014御嶽⼭

仮設堰堤

2014御嶽⼭

御嶽⼭噴⽕への対応,中部地⽅整備局,H26.10.29

⼤型⼟のうによる導流堤⼯

2014御嶽⼭



5．緊急ソフト対策の検討
緊急ソフト対策は、緊急ハード対策⼯事中の安全管理に

主に、関係⾃治体の避難対策⽀援等を⽬的として計画した。
噴⽕時の緊急的な調査やリアルタイムハザードマップ作成、⽕
⼭監視機器の緊急的な整備、情報通信システムの整備、情
報提供など、必要な対策について検討した。
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図 緊急ハード対策候補地ごと
に観測機器等の配置計画案を
作成 図 ⽕⼭状況に応じて必要な緊急ソフト対策と実施エリアのイメージ

図 緊急設置する機器
や情報通信のイメージ



6．平常時からの準備事項の検討
緊急対策として検討した事項を実施可能なものとするために、必要となる⼿続きや調整事項などを整理し、平常時から進

めることで緊急時に実効性が⾼まる事項について、他⽕⼭事例の整理や関係機関への聞取調査などで把握してとりまとめた。

【情報共有や対策検討の基礎資料として⽕⼭データベースを検討】

図 除灰や除⽯⼟砂の⼀時仮置き等として必要になる⼟捨て場候補地の位置

【資機材備蓄、⼟砂・灰処分⽅法の検討】
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写真 伊東市、伊⾖市、伊⾖の国市を対
象に⼟捨て場候補地について聞取調査



７．計画策定への道のり・・・検討会開催
学識経験者、⾏政機関等で構成される検討会

（会⻑︓⼟屋智 静岡⼤名誉教授）を計５回開
催し、緊急減災対策の内容及び「伊⾖東部⽕⼭群
⽕⼭噴⽕緊急減災対策砂防計画（案）」を確認し
ていただき、会⻑了解を得た上で計画策定とすることに
承認頂いた。

第４回検討会 ⼟屋会⻑と⼩⼭副会⻑

第5回検討会 ⼟屋会⻑による挨拶検討会に先⽴ち⼟屋会⻑への資料説明と
進⾏打合せの状況
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第1回検討会 ⼟屋会⻑による挨拶 第2回検討会 全景(熱海⼟⽊事務所)

第3回検討会 森⽥委員(右の発⾔者)


